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             平成 19 年 11 月 4 日

 11 月の予定
委員会          11 月   4 日
死者のためのミサ   11 月   4 日
七五三祝福ミサ     11 月 11 日
ヨゼフ会例会       11 月 14 日
初聖体          11 月 25 日

広報   なかわだ
第 ３３９ 号

11 月は死者の月と呼ばれ、教会は、この月に、帰天した方の為に祈るように勧めております。

死者は、生涯の終わりを迎えた後、生者の世界から別れ、神のもとに向かいます。けれども、信仰

を持って死を迎えた人は、信者であることに変わりありません。それは、キリストを信じていた死

者の魂は、キリストの御手の中にあり、信仰によって結ばれたイエス・キリストとの一致の絆は続

いているからです。亡くなられた信者は、生前、ご聖体を拝領し、許しの秘跡、病者の塗油の秘跡

を受けて、キリストとの一致の絆を強めておられました。このキリストとの一致の絆は、死後もわ

かたれることはありません。

死者の魂の清めは、この世にある人の祈り、特にミサによる祈りによっても行われます。死者の

ためにロザリオの祈りをささげることもよいことです。祈りをささげて、死者、特に帰天した家族、

友人、恩師を思いおこすことも必要です。

日本の神学校で長く教えておられた、80 歳代の、ヨーロッパ出身の神父様が、お仕事で忙しく

しておられた時、若くして帰天されたお母さんの夢を見たそうです。目が覚めて、「どうしてお母

さんが・・・」と思って起きた後、その日、親しい方から「今日はあなたのお母さんの命日ですね」

と知らされ、「ああ、そうだったのか」と思われたそうです。お母さんが、神父さまに、お母さん

の命日を知らせようとしておられたということと、私は思いました。神に召された方々は、特に私

たちの行く末を気遣って、たくさんの信号を送って下さっていると、私は思います。亡くなった方

を思い起こし、その方の為に祈りましょう。

死者の月にあたって
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司
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ザ
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ザ
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☆
ミ
サ
の
時
間: 

11
月
よ
り
第
一
、
第
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土

曜
日
に
も
実
施
。
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五
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司
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☆
避
難
誘
導
訓
練: 

6
/

12
泉
消
防
署
の

立
ち
入
り
検
査
で
避
難
訓
練
が
義
務
付

け
ら
れ
、
10
月
21
日
ミ
サ
後
に
実
施
す

る
。
誘
導
員
の
指
示
で
外
に
出
る
。
ま

た
教
会
で
炊
き
出
し
が
で
き
る
よ
う
夏

期
学
校
で
訓
練
す
る
こ
と
を
要
理
に
て

検
討
す
る
。

☆
バ
ザ
ー
収
益
の
使
い
方: 

修
繕
費
の
み
な

ら
ず
福
祉
に
も
も
っ
と
使
い
た
い
。
今
年

度
分
は
建
設
会
計
に
50
%
、
愛
の
献
金

会
計
に
50
%
を
入
れ
る
方
向
で
考
え
る
。

ま
た
今
後
屋
根
の
補
修
等
営
繕
費
用
も

か
か
り
、
長
期
展
望
で
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
討
議
の

方
向
付
け
の
た
め
委
員
長
が
た
た
き
台

を
作
成
、
委
員
会
討
議
を
経
て
信
徒
会

に
諮
る
。
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。


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取
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。


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極
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付
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。
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催
。


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
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
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G

： 

会
計
報
告(

9
月
ま
で
の
進
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問
題
な
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推
移
し
て
い
る
。
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行
事
G
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バ
ザ
ー
関
係
の
報
告(

バ

ザ
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券
、
食
券
な
ど
の
販
売
状
況
、
案

内
状
は
10
/

7
発
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広
報
G

： 

連
絡
網
の
修
正
版
完
成
。
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宣
教
G

： 

要
理
学
校
の
状
況
報
告  

9
/

11 

敬
老
会
に
向
け
た
歌
の
練
習
、 

9
/

15
、16 

中
学
生
会
合
宿(

井
上
リ
ー

ダ
の
指
導)

ス
タ
ッ
フ
が
少
な
く
、
何
を
ど
こ
ま
で

や
る
べ
き
か
の
枠
組
み
も
明
確
で
な
い

と
こ
ろ
あ
り
。
親
を
中
心
に
運
営
す
る

方
針
だ
っ
た
が
、
手
が
足
り
ず
、
お
手

伝
い
の
方
を
募
り
た
い
。

g. 

福
祉
G
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9
/

15
に
第
一
回
の
集
ま

り
。
グ
ル
ー
プ
員
公
募
で
3
名
の
方
が

参
加
。

グ
ル
ー
プ
の
目
的
、
目
標
に
つ
き
議
論
中
。

今
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発
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応
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費
用

予
算
化
も
検
討
必
要
。
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
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司
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
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究am

10
時
、
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日
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の
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グ
ル
ー
プ
、
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礼
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ー
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に
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づ
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実
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11
/

25
初
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お
祝
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の
方
法
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た
い
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■ 

10
月
8
日
に
聖
園
女
学
院
に
て
横
浜
司

教
区
一
粒
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
第
5
地
区
が
当
番
地
区
で
、
ほ

ぼ
1
年
間
、
中
和
田
教
会
か
ら
も
多
く

の
関
係
の
皆
さ
ん
や
教
会
学
校
の
皆
さ

ん
が
そ
の
準
備
に
奉
仕
を
し
て
来
ら
れ

ま
し
た
。　

そ
の
大
会
で
す
が
、
1
年

間
の
準
備
、
活
動
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
飾
る
に
相
応
し
い
、
素
晴
ら
し
い
大

会
で
し
た
。　

と
く
に
今
年
か
ら
、
こ

ど
も
向
け
と
大
人
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を

同
時
進
行
で
行
う
新
機
軸
が
打
ち
出
さ

れ
、
幅
広
い
世
代
の
大
勢
の
参
加
者
が

「
召
命
」
に
つ
い
て
考
え
る
意
義
深
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。　

小
林
神
父
様
が

主
日
ミ
サ
の
説
教
で
述
べ
て
お
ら
れ
た

通
り
、
大
会
そ
の
も
の
の
意
義
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
約
1
年
も
の
時
間
を
か

け
て
来
た
準
備
活
動
自
体
や
他
の
小
教

区
と
の
交
流
も
「
召
命
」
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
大
い
に
役
立
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。　

次
世
代
を
担
う

若
い
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
記
憶
に
、
こ

の
大
会
の
思
い
出
が
深
く
刻
ま
れ
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
。

■ 

10
月
28
日
に
恒
例
の
中
和
田
バ
ザ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

前
日
の
準
備
で

は
雨
天
に
見
舞
わ
れ
、
挙
句
の
果
て
に

は
台
風
20
号
ま
で
や
っ
て
来
て
ど
う
な

る
こ
と
か
、
と
心
配
し
ま
し
た
が
当
日

は
快
晴
の
恵
を
頂
き
、
無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

準
備
に
邁

進
さ
れ
た
行
事
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
は
じ

め
信
徒
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　

バ
ザ
ー
は
地
域
の
皆
さ
ん
、

教
会
内
外
の
皆
さ
ん
と
交
流
出
来
る
大

切
な
行
事
で
す
。　

今
後
も
い
ろ
い
ろ

な
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
全
員
参
加
で
輪

を
拡
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

尚
、
バ
ザ
ー
の
器
材
を
物
置
か
ら
運
び

出
す
機
会
を
捉
え
て
、
物
置
床
の
張
替

補
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

格
別

の
ご
尽
力
を
頂
い
た
七
浦
さ
ん
、
鶴
田

さ
ん
、
山
本
さ
ん
、
ど
う
も
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■ 

10
月
14
日
の
主
日
ミ
サ
後
に
、
中
和
田

教
会
と
し
て
は
初
め
て
の
防
災
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

最
初
の
試
み

で
し
た
の
で
戸
惑
い
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
今
回
の
結
果
、
反
省
事
項
を

踏
ま
え
て
、
更
に
円
滑
に
避
難
が
行
え

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。　

信
徒
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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一粒会委員  竹 内   広 治

今年の一粒会大会は、2007 年 10 月８日（体育の日）藤沢にある聖園女学院のキャンパスにおいて開催されました。
特に今年は横浜教区第五地区の担当ということで、いろいろ準備に追いまくられ、役員それぞれがこれぞという
確信をもてぬまま、遂にこの日を迎えてしまいました。当日は雨模様の予想でしたが、幸いなことに一日中、降
るでも無し、晴れるでも無し、といったお天気でしたから傘はとうとう開かずじまいで済みました。当日の開会
前のミーティングのとき、実行委員長の「このような天気、台風でなければ良しとしましょう」の一言で役員一
同勇んでそれぞれの持ち場に散りました。

今年の一粒会大会のあらましについては、大会プログラムに目をお通しになればお解り頂けると思いますが、
まず常任本部委員長の福本氏と、第五地区指導司祭の久我師のご挨拶にあります通り、共通テーマは勿論のこと、
時宜を得た主題の講演など、即ちさきごろ聖座より列福のご裁可があった、ペトロ・カスイ岐部神父ほか 187 名
の壮絶なる殉教を私たちは、大人も子どももそれぞれのプログラムから会得、吸収することが出来ました。

いずれ「一粒会だより・大会記念号」が発行されると思いますが、当日の基調講演を務められた、イエズス会司祭、
川村信三師の講演テーマである、召出し・家庭・ペトロ岐部についてと、シスター中村が発表された、海外での
宣教体験をじっくり読みたいと思っております。つまり私はその時間帯にステージの裏方仕事に追われ、貴重な
お話を聴き損ねていたのです。マリアホールの司教様をお迎えしての、子どもプログラムの進行ぷりは如何でしょ
うか。少々気に懸かっていた処へ折良く実行委員長が立ち寄られ、あちらもバッチリですと教えてくれました。
苦労が報われた感じで思わずニンマリ、Ｖサインです。

今年の一粒会大会の内容構成について、皆様お解りのように従来と異なった進め方をしております。講堂にお
いての一般プログラム、マリアホールを自由な空間として活用する子どもプログラム。そして子ども達の活動を
全面に大きく押し出し、以前から刺身のツマ程度しかの扱いを改め、この大会は子どもが主体となって動かすの
だという自信と責任を身につけさせたい・・・そうした意味から大会の感謝のミサは子ども達が奉仕することに
なりました。役員の中から祭儀にご精通の方にミサのご指導をお願いいたしました。その素晴らしいご指導のお
陰で、立派にごミサが捧げられましたこと覚えていらっしやいますか。

昨年の８月６日（日）第五地区の大船、鍛冶ケ谷、片瀬、戸塚、藤沢の各教会から大勢の子ども達、ならびに
信徒の方々、高野神父、渡辺神父、浜田助祭（当時）宮内神学生、ネルソン神学生、ならびに一粒会事務局の方々
が中和田教会に集まり、「一粒会と神学生と第五地区子ども達の交流会」が盛大に開催されたことを思い出して下
さい。

中和田教会挙げての応援がありました。中和田農園から新鮮な野菜と果物が届いて、大人も子どもも大喜び、
共同司式による子どもミサを基点に、ゲーム、話し合いで互いに交流を深めた有意義な一日が、今年の一粒会大
会のプログラムに生かされているのです。

一粒会委員  竹 内   広 治

教会で一粒会の委員を拝命していることもあり、そして何より司祭職減少を憂う信徒の一人として、一粒会大
会にある期待を抱きながら、このところ毎年参加しております。

いつもなら古い馴染みと「やあ一久しぶり」と再会を喜び、この日の講演のあれこれを玩味しながら昼食を済
ませ、大会ミサに感動し余徳を味わいながら帰路につく・・・。

充分満ち足りて幸せ一杯の感動を覚えたはずなのに何かが足りない・・・いつものことながら聞き流すだけで
なく、もっと励むことがあるのではないか、自責に胸が無性に痛い。

今年の大会に臨むについて私は二つに着眼いたしました。大分偉そうにいいますが一つは上に書かれたような
こと、もう一つは自らが企画し作成して、自らの手で運営すること。

今年全てを任された第五地区の各教会の一粒会委員さん達は、実行委員長を頭に下は私のような爺さんまで、
心を揃えて昨年の末ごろから、月一回のペースで会議を重ね、能力ある人は自然と判りますから、分科会のリー
ダーを努めて頂き効率の良い会議の運営がなされました。また中和田教会はむろんのこと、各教会の委員会をは
じめ、信徒の皆様のご理解とご協力には感謝、感謝でほかに言葉はありません。打ち合わせの会場を各教会持ち
まわりとしたことも、触れあいを深めたグッドアイデアだったかも知れません。

始めに私たちは、大会のテーマを求めて論議いたしました。各々の教会の宿題となりました。結局幾つかの候
補聖句から、指導司祭の久我神父様の裁定に従い、このテーマに決まったのです。上から押しつけられたのでは
なく、信徒の意向の大きさを感じ大切にしなければと思います。

今年の一粒会大会について、私がもっとも嬉しく感じたことを幾つか。
・今年の４月に中和田に着任された、小林神父様が一粒会に深いご理解を示され、また大会の準備などに前向

きな姿勢で取り組まれ、会議にも率先してご出席下さったことに心から感謝いたします。神父様のご着任の際の
抱負にも、若い人の育成と召命を願い、若い人との交わりに入りたいと云われました。

・一粒会と子どもたち（要理学校）の密着。特に今年の大会は子どもが主役となりました。これからも離れる
ことのない共同体に進化し、育って行くことを信じております。

・中和田教会各レベルの委員さんのご協力が頂けて有り難かった。大会当日の二つの会場をかけめぐっての写
真撮影。本当にご苦労様でした。お疲れだったのではありませんか。

終わりにあたり一言。
大会当日配られたプログラムの中の、久我神父様のご挨拶に次のような素晴らしいお言葉を見たのです。「この

機会に生まれた交流の輪はさらに広まり、きっとこれからの共同宣教司牧推進の上に生かされるでしょう」。
本日、大会会場に召された人のうち、子どもが 140 人、サポーター 60 人、一般 590 人、司祭 34 人、過去にな

い参加者の数。　大成功であった大会が終わりました。
帰り間際トイレに寄りました。なかに便器を洗っている人がいます。その人は何と何とごミサを終えたばかり

の、久我神父様ではありませんか・　・　・思わず絶句、神父様は軽やかに「ボクがやりたかったから」この様子、
子ども達に是非見せたかったと思いました。

第 40 回横浜教区 一粒会大会によせて 第 40 回横浜教区 一粒会大会テーマ


